
○平成３０年３月３０日に公示された新学習指導要領では、複数の領域を結び付けた統合的な言
語活動を通して、「聞くこと」「読むこと」「話すこと〔やりとり・発表〕」「書くこと」の力を総合的に育
成するための科目や発信力の強化に特化した科目の扱う科目や外国語による発信能力を高め
る科目が新設された。

○「第３期教育振興基本計画」（平成３０年６月閣議決定）において、高校生の英語力の目標を成
果指標として具体的に示している。

○本調査では、英語教育に係る状況について調査し、今後の施策の検討に資するとともに、各教
育委員会における英語教育の充実や改善に役立てることを目的としている。

平成３０年度 英語教育実施状況調査（高等学校）の結果

調査の目的

○調査対象
全ての教育委員会、公立の高等学校及び中等教育学校後期課程（3,354校）
普通科：2,301学科
英語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科：143学科
その他の専門教育を主とする学科及び総合学科：2,170学科

○調査手法
都道府県・指定都市教育委員会を通して調査を実施

○調査基準日
特に指定がない場合は、平成３０年１２月１日を基準日とする。

調査の対象等

※本調査における「専門教育を主とする学科」とは、
高等学校設置基準第５条第２号の専門教育を主と
する学科のうち、英語教育を主とする学科及び国
際関係に関する学科以外の学科をいう。

高等学校
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【全体】 CEFR A2レベル相当以上を取得している生徒及び相当の英語力を有する と思われる生徒の割合

○高等学校第３学年に所属している生徒のうち、CEFR（「外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ言語
共通参照枠」。以下同じ。）A2レベル（英検準２級）相当以上を取得している生徒は20.5％となっている。

○外国語の資格検定試験は受験していないが、CEFR A2レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒
は19.7％となっている。

○両者を合わせると40.2％となり、平成29年度の39.3％より0.9ポイント上昇している。
○また、CEFR A2レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合は、普通科に所属している生徒は26.2％、英
語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科に所属している生徒は64.6％となっている。
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生徒の英語力
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○「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標を設定している学科は4,614学科中4,381学科で、学科全体の
95.0％となっており、 5.0%が「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標未設定となっている。

○また、「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の達成状況を把握している学科は55.2％であり、 半数近く
が達成状況の把握をしていない。
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「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定等の状況 高等学校

【経年】「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定等の状況

【学科別】「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定等の状況

普通科
英語教育を主とする学科
及び国際関係に関する学科

その他の専門学科
及び総合学科

H30
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○授業における生徒の英語による言語活動時間の割合は、全ての学科・科目の合計では「おおむね行って
いる（75％以上）」が15.5％、「半分以上の時間、行っている（50％～75％）」が35.1％で、両者を合わせると
50.6％となっている。
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普通科、専門教育を主とする学科、総合学科：コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、英語表現Ⅰ・Ⅱ
英語教育を主とする学科、国際関係に関する学科：コミュニケーション英語Ⅰ、総合英語、異文化理解

※調査科目：
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授業における生徒の英語による言語活動時間の割合（学科別） 高等学校

その他の専門学科
及び総合学科
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及び国際関係に関する学科

普通科全体



○普通科等の学科の授業における生徒の英語を用いた言語活動時間の割合は、 「おおむね行っている
（75％以上）」と「半分以上の時間、行っている（50％～75％）」を合わせた割合では、平成29年度より「コミュ
ニケーション英語Ⅰ」では2.6ポイント、「コミュニケーション英語Ⅱ」では1.2.ポイント上昇するなど、多くの科

目において増加している。

※科目ごとの授業に占める生徒の英語を用いた言語活動の時間のうち、「おおむね言語活動を行っている（75％以上）」と「半分以上の時間言語活動を行っ
ている（50％～75％）」を合わせた割合。
※この調査結果において、「普通科等の学科」とは、英語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科以外の学科（普通科、専門教育を主とする学科及
び総合学科）をいう。 5

生徒の英語による言語活動時間の割合（科目別） 高等学校
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○普通科における生徒の英語を用いた言語活動時間の割合は、 「おおむね行っている（75％以上）」と「半分
以上の時間、行っている（50％～75％）」を合わせた割合では、「コミュニケーション英語Ⅰ」では63.9%、「コ
ミュニケーション英語Ⅱ」では57.7%、「コミュニケーション英語Ⅲ」では47.0%と減少傾向にある。

○その他の専門学科及び総合学科では、いずれの科目も50％を下回っている。

（※）学科ごと・科目ごとの授業に占める生徒の英語を用いた言語活動の時間のうち、「おおむね行っている（75％以上）」と「半分以上の時
間、行っている（50％～75％）」を合わせた割合。
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生徒の英語による言語活動時間の割合（学科・科目別） 高等学校
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○普通科等の学科において「話すこと」や「書くこと」における「外国語表現の能力」を評価するためのスピー
キング及びライティングのパフォーマンステストを実施している割合は、「コミュニケーション英語Ⅰ」で36.7%

「コミュニケーション英語Ⅱ」で30.9%などとなっており、全体の30～40％程度しか両方のテストが実施され
ていない。

※この調査結果において、「普通科等の学科」とは、英語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科以外の学科（普通科、専門教育を主とする学科及び総合
学科）をいう。
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パフォーマンステストを実施する割合（科目別）

36.7% 30.9%
21.0%

31.5% 29.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

コミュニケーション英語Ⅰ コミュニケーション英語Ⅱ コミュニケーション英語Ⅲ 英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ

高等学校



パフォーマンステストを実施する割合（学科・科目別）
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○「話すこと」や「書くこと」における「外国語表現の能力」を評価するためのスピーキング及びライティングの
パフォーマンステストを実施している学校は、普通科では、「コミュニケーション英語Ⅰ」では41.6%、「コミュニ
ケーション英語Ⅱ」では33.5%、「コミュニケーション英語Ⅲ」では20.9%と段階を経るごとに減少傾向にあり、
各科目の約60～70％は、スピーキングテスト又はライティングテストのいずれかのみの実施、又はいずれ

も実施していない。



○英語担当教師のうち、CEFR B２（英検準１級）レベル相当以上のスコア等を取得している者は全体の

68.2％で、平成29年度より2.8ポイント上昇している。

英語担当教師の英語力
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※第2期教育振興基本計画では、英検準1級程度以上（CEFR B2レベル以上）を取得した英語担当教師の割合、中学
校は50％以上、高等学校は75%以上を目標としている。

※対象教師は、英語の授業を担当している校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、助教諭、講師（常勤に
限る。）とし、臨時的任用の者及び非常勤講師は含まない。



○授業における英語担当教師の英語使用状況は、全ての学科・科目の合計では「発話をおおむね英語で行っ
ている（75％以上）」が12.5％、「発話の半分以上を英語で行っている（50％～75％）」が38.0％で、両者を合
わせると50.5％となっている。

普通科、専門教育を主とする学科、総合学科：コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、英語表現Ⅰ・Ⅱ
英語教育を主とする学科、国際関係に関する学科：コミュニケーション英語Ⅰ、総合英語、異文化理解

※調査した科目：
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○普通科等の学科の授業において、発話の半分以上（※）を英語で行っている英語担当教師の割合は、平成
29年度より「コミュニケーション英語Ⅰ」で3.2ポイント、「コミュニケーション英語Ⅱ」で4.3ポイント上昇するな
ど、全ての科目において割合が増加している。

（※）各科目ごとの授業における英語担当教師の英語使用状況について、「発話をおおむね英語で行っている（75％以上）」
と「発話の半分以上を英語で行っている（50％～75％）」を合わせた割合。

※この調査結果において、「普通科等の学科」とは、英語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科以外の学科
（普通科、その他の専門学科及び総合学科）をいう。
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授業における英語担当教師の英語使用状況（教科別）
高等学校
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授業における英語担当教師の英語使用状況（学科・科目別）

○ 「コミュニケーション英語Ⅰ」において、発話の半分以上（※）を英語で行っている英語担当教師の割合は、
普通科では63.8%、その他の専門学科及び総合学科では50.0%、英語教育を主とする学科及び国際関係に
関する学科では91.9%となっている。
（※）各科目ごとの授業における英語担当教師の英語使用状況について、「発話をおおむね英語で行っている（75％以上）」

と「発話の半分以上を英語で行っている（50％～75％）」を合わせた割合。
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○高等学校におけるＡＬＴ等の活用総数は2794人となっており、平成29年度より118人増加している。
○このうち、ＪＥＴプログラムを活用したＡＬＴは1685人で全体の60.3％となっており、平成29年度より33人増加
している。

外国語指導助手（ＡＬＴ）等の活用人数
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※複数の任用・契約形態によりＡＬＴを活用している教育委員会がある。
※「その他」とは、JET-ALT、直接任用、労働者派遣契約、請負契約以外の方法で
任用されているＡＬＴ（日本人を含む。）をいう。

ＡＬＴ等の活用人数の推移 ＡＬＴ等の任用・契約形態別の教育委員会数

※小学校、中学校と兼務しているＡＬＴ等を含む。

高等学校

（人）
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○高等学校における普通科等の学科の英語の授業で、外国語指導助手（ＡＬＴ）等を活用した時数の割合は、
9.7%となっている。

外国語指導助手（ＡＬＴ）等の活用授業時数
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※平成29年度実績
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【推移】 ＡＬＴ等を授業で活用する時数の割合 【学科別】 ＡＬＴ等を授業で活用する時数の割合
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※ＡＬＴについては、任用・契約形態は問わない。

※「普通科等の学科」とは、英語教育を主とする学科及び国際関係に関する学科以外の学科（普通科、専門教育を主とする学科及び総合学科）をいう。



○小学校との連携に取り組んでいる高等学校は１３．０％で、平成29年度（１２．５％）より０．５ポイント上昇。
○中学校との連携に取り組んでいる高等学校は３０．１％で、平成29年度（２７．５％）より２．６ポイント上昇。
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※小・中学校との連携を実施してい
る高等学校の数（複数回答可）

（校）

437校
（13.0％）

1,011校
（30.1％）

小・中学校と高等学校の連携に関する状況 高等学校
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小学校との連携に取り組んでいる高等学校 中学校との連携に取り組んでいる高等学校

小・中学校との連携の形態

※対象数は3,354校



○英語の授業におけるICT機器の活用状況について、2,971校が「活用した（する）」と回答しており、全体の
88.6％となっている。

英語の授業におけるＩＣＴ機器の活用状況
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生徒が発話や発音などを録音・録画する活動

生徒がキーボード入力等で書く活動

生徒が電子メールやSNSを用いたやり取りをする活動

生徒が遠隔地の児童生徒等と英語で話をして交流する活動

遠隔地の教師やALT等とティーム・ティーチングを行う授業

生徒が遠隔地の英語に堪能な人と個別に会話を行う活動

活用されているICT機器等

積極的に活用した（する） 時々活用した（する）



【参考】高等学校調査項目一覧

１．調査対象学校数

（１）学校数

（２）学科の数

２．生徒の英語力に関すること

（１）生徒の英語力の状況

（２）「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定・

公表及び達成状況の把握の状況

３．英語を使用する機会の増加に関すること

（１）授業における生徒の英語による言語活動時間の割合

（２）「話すこと」及び「書くこと」における「外国語表現の

能力」を評価するためのスピーキングテスト及び

ライティングテスト等のパフォーマンステストの状況

４．英語担当教師の英語力・指導力等に関すること

（１）英語担当教師の英語力の状況

（２）授業における英語担当教師の英語の使用状況

５．外国語指導助手（ＡＬＴ）等の活用状況

（１）ＡＬＴ等の活用人数の状況

（２）ＡＬＴの任用・契約形態の状況

（３）「請負契約」によりALTを活用している自治体におけ

る、高等学校に対するALTの活用に関する留意事項

の周知状況

（４）「派遣契約」によりALTを活用している自治体におけ

る、ALTの労働時間の把握状況

（５）ＡＬＴ等の年間活用総授業時数

６．英語教育に関する小学校・中学校との連携

（１）連携の有無

（２）連携の取組内容

７．英語の授業におけるＩＣＴ機器の活用状況

（１）英語の授業におけるＩＣＴ機器活用の有無

（２）英語教育に係る授業においてのＩＣＴ機器の活用状況
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